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平成１８年 山口県病害虫防除所農作物病害虫発生予報

１２月４日 山口県農業試験場１２月
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Ⅰ 予報の概要

現 況
予想発生量農作物名 病 害 虫 名

平年比 前年比

イチゴ 灰色かび病 多 多多

うどんこ病 平年並 平年並 前年並

アブラムシ類 やや多 少やや多

ハダニ類 多 多多

ハスモンヨトウ 平年並 平年並 多

アブラナ科野菜 コナガ 平年並 平年並 多

作 物 担当者

普通作 野崎(病害）中川浩二(虫害) お問い合わせ先

果 樹 藤村(病害）殿河内(虫害） TEL （０８３）９２７－４００６

野 菜 岡田(病害）岩本（虫害） FAX （０８３）９２７－４０７１

茶 中川浩二(病害虫）
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Ⅱ 予報

【主要病害虫】

イチゴ

１ 灰色かび病

(1) 予報内容

予想発生量 現 況 防除時期

平年比 前年比

多 多 発病初期多

(2) 予報の根拠

ア １１月下旬の巡回調査では､発生ほ場率は１９.０％（平年１.５％）､発病株

率は２.２％(平年０.０３％）で平年に比べ多かった（＋ 。）

イ 気象予報では、１２月の気温は平年並か高く、降水量は多い（＋ 。）

(3) 防除対策

＜耕種的防除等＞

被害果や被害葉は伝染源となるので、施設外に持ち出し処分する。

＜防除のポイント＞

ア ジカルボキシイミド系薬剤（スミレックス剤、ロブラール剤）は一部で、ポ

リオキシン剤は広範囲で耐性菌が出現しているため、使用後は必ず防除効果を

確認し、防除効果が劣る場合は使用を控える。

イ 耐性菌の出現を避けるため、同一薬剤の連用並びに同一系統の薬剤間での輪

用は避ける。

２ うどんこ病

(1) 予報内容
現 況

予想発生量 平年比 前年比 防除時期

平年並 平年並 前年並 発病前または発病初期

(2) 予報の根拠

ア １１月下旬の巡回調査では､発生ほ場率は２１.４％（平年２９.２％）､発病

株率４.８％(平年５.８％）で平年並みであった（± 。）

イ 気象予報では１２月の気温は平年並か高い（±～＋ 。）

(3) 防除対策

＜耕種的防除等＞

被害果や被害葉は伝染源となるので、施設外に持ち出し処分する。

＜防除のポイント＞

ア 発病前の予防または、発病初期の防除を徹底する。
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イ 発生した場合、発病した葉を除去した後、治療効果のある薬剤を用いて防除

を実施する。

ウ 耐性菌の出現を避けるため、同一薬剤の連用並びに同一系統の薬剤間での輪

用は避ける。

３ アブラムシ類

(1) 予報内容

予想発生量 現 況 防除時期

平年比 前年比

やや多 少 発生初期やや多

(2) 予報の根拠

ア １１月下旬の巡回調査では 発生ほ場率２６.２％ 平年３０.５％ 寄生株、 （ ）、

率８.５％（平年６.２％）で平年に比べやや多かった（＋ 。）

イ 気象予報では、１２月の気温は平年並か高い（±～＋ 。）

(3) 防除対策

＜耕種的防除等＞

局所的に発生することが多く、多発後の防除は困難なので、下葉の葉かきをこ

まめに行う一方、ほ場をよく観察して早期発見に努める。

＜防除のポイント＞

ア 開花期以降に薬剤散布を行う場合は、訪花昆虫に影響の少ない薬剤を使用す

る 日本バイオロジカルコントロール協議会ＨＰ(http://www.biocontrol.jp/)（

等を参考 訪花昆虫の巣箱を施設外に出して薬剤散布を行う場合は 薬剤の影）。 、

響が無くなってから巣箱を施設内に戻すようにする。

イ 発生が局所的である場合は部分散布を行う。また、薬剤は葉裏まで十分かか

るように丁寧に散布する。

ウ 薬剤抵抗性を発達させないため、同一系統薬剤の連用は避ける。

４ ハダニ類

(1) 予報内容

予想発生量 現 況 防除時期

平年比 前年比

多 多 発生初期多

(2) 予報の根拠

ア １１月下旬の巡回調査では 発生ほ場率は４７.６％ 平年１２.０％ 寄生、 （ ）、

株率は７.２％（平年２.０％）で平年に比べ多かった（＋ 。）

イ 気象予報では、１２月の気温は平年並か高い（±～＋ 。）

(3) 防除対策

＜耕種的防除等＞
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アブラムシ類の を参照する。＜耕種的防除等＞

＜防除のポイント＞

、 、ア ナミハダニ(黄緑型)の発見が肉眼で困難な場合は 拡大鏡などで確認するか

葉裏に白紙を擦り付けて赤や薄緑色のハダニが潰れた痕跡の有無を確認する。

イ その他については、アブラムシ類の を参照する。＜防除のポイント＞

５ ハスモンヨトウ

(1) 予報内容

予想発生量 現 況 防除時期

平年比 前年比

平年並 平年並 多 －

(2) 予報の根拠

ア １１月下旬の巡回調査では 発生ほ場率は１６.７％ 平年１９.０％ 寄生、 （ ）、

株率は０.８％（平年１.５％）で平年並みであった（± 。）

イ 気象予報では、１２月の日照時間は平年並である（± 。）

(3) 防除対策

＜耕種的防除等＞

ア 日光が差して気温が上昇してくると葉や蕾の食害を始めるので、ほ場をよく

観察して捕殺する。

イ 施設栽培では葉の裏や鉄骨パイプ等に産卵することが多いので、黄褐色の毛

に覆われた卵塊を見つけ次第捕殺する。

＜防除のポイント＞

アブラムシ類の ア、ウを参照する。＜防除のポイント＞

アブラナ科野菜

１ コナガ

(1) 予報内容

予想発生量 現 況 防除時期

平年比 前年比

平年並 平年並 多 若齢幼虫時

(2) 予報の根拠

ア １１月下旬の巡回調査では、キャベツでの発生ほ場率は５４.６％（平年

３１.０％ 、１０株当たり虫数は０.８頭（平年２.１頭）で平年並みであった）

（± 。）

イ 気象予報では、１２月の気温は平年並か高く、降水量は多い（±～＋ 。）

(3) 防除対策

＜防除のポイント＞
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ア 平成１６年度に行った薬剤抵抗性検定において、有機リン系薬剤、ピレスロ

イド系薬剤、ＩＧＲ系薬剤のコナガに対する効果は低い場合があり、ＢＴ剤や

スピノエース顆粒水和剤、アファーム乳剤では高い効果が得られた。

イ 薬剤抵抗性を発達させないため、同一系統薬剤の連用は避ける。

【その他の病害虫】
現 況 発生ほ場率

作 物 名 病害虫名 備 考予 想
平年比 前年比 本年 平年

(%) (%)発 生 量

イチゴ 炭疽病 やや多 並 7.1 3.5 発病株は抜き取り、ほ場やや多
外に持ち出して処分す

萎黄病 多 多 4.8 1.0 る。やや多

アブラナ ウワバ類 多 前年並 64 11 日光が差す等、気温が上多
科野菜 (ｷｬﾍﾞﾂ) 昇してくる(ハスモンヨ

トウで9℃以上)と食害を
野菜全般 ハスモン 多 前年並 64 16 始めるので、ほ場をよく多

ヨトウ (ｷｬﾍﾞﾂ) 観察する。
収穫までに間があり、発

オオタバ 多 前年並 64 15 生が確認された場合は防多
コガ (ｷｬﾍﾞﾂ) 除を実施する。

シロイチ 多 前年並 36 2多
モジヨト
ウ (ｷｬﾍﾞﾂ)
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Ⅲ 病害虫・農薬情報

病害虫メモ

冬春トマトに発生する立枯性病害 ～トマト根腐萎凋病～

トマトの栽培は、施設栽培の普及や優良品種の開発などにより、現在では一年中絶

えることなく可能になりました。それに伴い様々な土壌病害も発生しています。トマ

トの土壌病害には、青枯病という、暑い時期に突発的に株がしおれ、最後には枯死す

る病害が有名ですが、晩秋から春にかけての寒い時期にも、同じようにしおれ症状を

。 、 （ ）引き起こす怖い病害があります その病害は 根腐萎凋病 ねぐされいちょうびょう

といい、土壌中に生存するフザリウムというカビの仲間に起因します。この病害の特

徴は はじめに下葉が黄化し それが少しずつ上位まで広がることで 最終的には し、 、 、 「

おれ 「枯死」に至ります。また、茎の維管束が褐変しますが、その程度は青枯病な」、

どと比較して軽く、地上10～20㎝程度までしか上がりません。

防除は、抵抗性品種を利用した栽培やクロルピクリンなどを利用した土壌消毒が有

効です。抵抗性品種には台木用、自根用があり、いずれも種子の袋やカタログに「Ｊ

３抵抗性」や「根腐萎凋病抵抗性」等の記載があります。抵抗性品種を利用すること

で「根腐萎凋病」は完全に防除することが可能となりますが、他の病害については抵

抗性ではありません。抵抗性品種を有効に利用するためには、自分のほ場でどのよう

。（ ）な病気が発生しているのか調べておく必要があります 専門研究員 鍛治原 寛

農薬メモ

農薬の保管中の注意について

農薬の保管において注意しなければならないことは、農薬は化学物質であることか

ら高温や紫外線で分解が促進されるので、冷暗所に保管する必要があるということで

す。また、粉剤などの固形剤は吸湿すると分解が進んだり、物理性が悪くなることが

あるので、必ず乾燥した場所に保管するようにします。農薬のラベルに表示されてい

る有効年月日は適切な保管状態での有効期限であることに注意してください。農薬は

長期間保管しておくと分解等による効果の低下等の問題が起こる可能性があるため、

計画的に購入してください。さらに、乳剤などでは可燃性の溶剤が配合されており、

火気のそばにおくと引火の危険がありますので、絶対に火気は避けなければなりませ

ん。このほか、農薬は子供の手の届かない、鍵のかかる所に保管することを危害防止

のために必ず守ってください。

長期保管後に使用する際には農薬のラベルの記載事項をよく読んで適用を確かめる

。 （ ）ようにしてください 専門研究員 藤村寿祐
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Ⅳ 参考
１ 予報の見方

(1) 病害虫発生量の基準（原則として過去１０年間の発生量と比較）

ア 平年比

多 過去１０年間で最も多かった年と同程度以上の発生

少 〃 で最も少なかった年と同程度以下の発生

やや多 〃 で２～３番目に多かった年と同程度の発生

やや少 〃 で２～３番目に少なかった年と同程度の発生

平年並 〃 で標準的にみられた発生（上記４項目を除くもの）

（注：過去の発生量との比較を表わすもので、被害や防除の必要性とは異なる）

イ 前年比

多 平年比の５段階評価で区分し、前年の評価より多い発生

少 〃 前年の評価より少ない発生

（ ）前年並 〃 前年の評価と同等の発生 上記２項目を除くもの

(2) 予報根拠における発生要因の評価基準

＋ 発生を助長する要因

± 発生の助長及び抑制に影響の少ない要因

－ 発生を抑制する要因

２ 気象予報

(1) 概要

１か月気象予報（１２月１日福岡管区気象台発表）

（ ） （ ） （ ）予 報 高 い ％ 平年並 ％ 低 い ％
多 い 少ない

気 温 ４０ ４０ ２０
降 水 量 ４０ ３０ ３０
日照時間 ３０ ４０ ３０

週ごとの気温傾向

（ ） （ ） （ ）予 報 高 い ％ 平年並 ％ 低 い ％

１ 週 目 ３０ ４０ ３０
２ 週 目 ５０ ３０ ２０
３～４週目 ４０ ４０ ２０

３ １２月のテレホンサービスの内容（予定）ＴＥＬ(０８３)９２７－４６４９

時期 内 容

上旬 １２月の発生予報、イチゴ病害虫の防除、果樹類病害虫の冬期防除

下旬 カンキツ類の冬期防除、イチゴ病害虫の防除




